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慢性腰痛患者の心理社会的要因が鍼治療に与える影響
治療効果についての探索的検討とロジスティック回帰による多変量解析
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キーワード

応用例・用途

研究目的：
 慢性腰痛患者を対象に、心理社会的要因が鍼治療の効果に与
える影響について、研究1では直後効果からの分析を、研究2
においては4週間の継続した治療の効果からの分析を、それぞ
れ探索的に行った。また、研究2においては、4週間の継続し
た鍼治療の効果と直後効果との関係性について後方視的な検
討を行った。

研究概要

大学院修士課程、慢性腰痛、心理社会的要因、鍼療法、治療効果、ロジスティック回帰分析

・本研究の成果は、鍼の効果と恐怖回避思考などの心理的要因や経済状況、社会的地位など
の社会的項目との関係性についてさらに検討を進めることが可能となる。

・本研究の成果を基盤に、多施設共同研究などを大規模研究の推進を目指すことに応用でき
る。
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研究結果：
 研究1の結果、鍼治療の直後効果に影響を与える要因として、痛みに対する破局的思考、治療
に対する肯定的な印象、同居人数が抽出された。
 研究2の結果、治療4週経過後の治療効果に影響を与える要因として、痛みに対する破局的思
考が抽出された。また、疼痛強度においては、直後効果が観察された症例は、より良好な治療
経過をたどる可能性が示唆された。
 鍼灸臨床において長期的な継続治療が必要な慢性腰痛患者に携わる治療者は、治療の早期か
ら認知の歪みなどの心理社会的要因に着目し、心身両面から適切な評価と判断を行い治療にあ
たることが重要であると結論できる。

引用：慢性疼痛ガイドライン2018,
図1-C痛みのモデル図(一部改変)
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